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Ⅰ 大学の現況及び特徴 

１ 現況  

（１）大学名  奈良教育大学 

（２）所在地  奈良県奈良市 

（３）学部等の構成 

  学部：教育学部 

  研究科：教育学研究科 

  専攻科：特別支援教育特別専攻科 

関連施設：図書館（教育資料館）、次世代教員養

成センター、国際交流留学センター、

特別支援教育研究センター、理数教育

研究センター、自然環境教育センター、

保健センター、附属中学校、附属小学

校、附属幼稚園 

（４）学生数及び教員数（平成27年５月１日現在） 

学生数：学部1,126人、大学院159人、専攻科12人 

  専任教員数：107人 

  助 手 数：０人 

 

２ 特徴 

本学は、明治 21 年奈良県尋常師範学校として創設さ

れて以来 125 年余りの歴史を有する。この間、奈良県の

女子師範学校、青年師範学校の官立移管に伴う合併を経

るなど一貫して教員養成機関として教育研究の充実・発

展を図りながら、新学制発布の昭和 24 年５月に奈良学

芸大学となり、昭和 41 年には奈良教育大学と改称した。

そして、平成 15 年の国立大学法人法の施行により、平

成 16 年４月に国立大学法人奈良教育大学が設置する大

学となった。平成 24 年４月に学部改組を行い、平成 11

年に設置した学校教育教員養成課程と総合教育課程を再

編し、学校教育教員養成課程に一本化した。 

本学は、広い視野と豊かな人間性の上に高度の専門的

教養を備え、教育の理論と実践が統合された専門的能力

を有する教員、及び社会の多様な変化に対応し、より広

い分野で積極的に活躍する人材の養成を目指している。

そのため、教員養成を目的とした教育学部（学校教育教

員養成課程）を設置している。また、教育実践の経験を

踏まえた教育理論の見直しなどの研究を行いながら高度

の科学・芸術の研究に直接参加できる場として大学院教

育学研究科修士課程を、現代の学校教育の諸課題に的確

に対応できる、高い使命感を持った、より高度な実践的

指導力を備えたプロフェッショナルとしての教員を養成

する大学院教育学研究科専門職学位課程をそれぞれ設置

している。さらに、情緒障害教育の充実に資するため特

別支援教育特別専攻科を置いている。 

 これらの教育組織を有する本学の教育研究の特徴とし

ては、次の３つの柱が挙げられる。 

(1)「少人数教育」による教育・研究の充実 

本学は、小規模大学の特性を生かした「少人数教育」に

基づく充実した指導によって、確かな学力の基盤のうえ

に、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力

といった学びを創造し、その成果を発信する力を着実に

身につけることができる。本学の卒業生に対するアンケ

ート結果では、本学で学び、本学を卒業したことへの満

足度が 8 割を超え、その理由として学生と教員との距離

が近いことが特に多く挙げられている。「少人数教育」

は、まさに本学の特色と言える。 

(2)「奈良・世界遺産」を生かした教育・研究の充実 

本学は、古都・奈良の中心に位置し、豊かな自然と世界

遺産を含む多くの伝統文化遺産に囲まれている。世界中

から観光客が訪れるこの地でキャンパス・ライフを送る

ことは、国際交流、異文化理解、日本文化理解にとって、

得がたい経験となる。本学は、その利点を生かして、講

義や行事、教育活動において、奈良特有の自然環境や文

化遺産に触れ、その理解を深めるさまざまな機会を設け

ている。近隣の国立博物館との交流も積極的に行われて

いる。このような体験や学習を通じて、日本の伝統文化

への理解やそれを外へと発信する国際感覚を養うことが

できる。 

(3)「体験型キャリア教育」による教育・研究の充実 

本学は、全国の先導的取組として“理数科離れ”に対応

した「理数科教員養成プログラム」をはじめとして、県

内各地・学校との連携による実践的で専門性に優れたキ

ャリア教育を充実させている。また、教育委員会との連

携により、学校教育支援活動として学生ボランティアに

よるスクールサポーターを学校・園へ派遣するなど教員

養成大学の特性を活かした地域への貢献活動を行うとと

もに、スクールサポーターとしての力量を高めるための

研修も行っている。入学から卒業まで一貫した体験学習

を含むこのような取組を通して、社会から要請される実

践的指導力を育成することができる。 
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Ⅱ 目的 

１．大学の目的 

本学は、学校教育法に基づき、学芸の理論とその応用とを教授研究し、高い知性と豊かな教養とを備えた人材、

特に有能な教育者を育てるとともに、この地方に特色のある文化の向上を図ることを目的とする。この目的を踏

まえ、創立以来の学問・学芸を尊ぶ学風を継承し、高い知性と豊かな教養を備えた人材、とりわけ人間形成に関

する専門的力量を備えた有能な教育者を育てることを大学の使命としている。 

その実現のため、学士課程においては、学校教育に関わる多様な資質と教育の現代的課題に応え得る教育実践

力を備えた初等中等教育教員の養成に努め、大学院課程においては、学士課程との連携を図るとともに、現職教

員及び社会人のリカレント教育を含む高度専門職業人としての、リーダーシップを発揮できる教員及び教育者の

養成に努めている。 

  

２．学部・研究科等ごとの目的 

２－１．教育学部（学士課程） 

本学の目的を達成するため、教育学部においては、広く教育に関する理論と実践を深めることによって、豊か

な人間性と高い教養を備え、教育の理論と実践に関する能力を有する教員及び教育者を養成することを目的とす

る。そのため、小学校、中学校、幼稚園、特別支援学校といった学校種別ごとの養成課程を統合し、学校種や教

科の枠をこえ、幼児・児童・生徒の発達を基軸にすえて実践力豊かな教員を養成する学校教育教員養成課程を置

き、主として次の４つの力量の形成を目指す。 

（１）学校教育を幅広く見渡し、柔軟に対応できる教育的力量 

（２）専門的知識・技術を踏まえた授業・教育指導を行える実践的力量 

（３）多様な子どもたちに対応できる臨床的力量 

（４）現代的課題に対応できる社会的力量 

 

２－２．大学院教育学研究科（修士課程、専門職学位課程） 

大学院教育学研究科においては、広く教育関係諸科学を研究し、教育実践に関する科学的研究を深めることに

よって、豊かな人間性と高度の専門的教養を備え、教育の理論と実践に関する優れた能力を有する教員及び教育

者を養成することを目的とする。そのため、教育学研究科に修士課程及び専門職学位課程を設置している。 

修士課程には、教育学、幼年教育、心理学、教育臨床・特別支援教育を中心とした学校教育に関する諸科学の

理論と実践について学習・研究を行い、学校教育における実践を支える基礎理論にアプローチする学校教育専攻

と、学校教育における各教科教育に関する諸科学に基づく実践・理論的な学習・研究を行い、各教科の学問的基

礎力をもとに教育実践、教育臨床への理論的応用を図る教科教育専攻を置いている。 

専門職学位課程には、教職開発専攻を置き、学校教育における諸問題を組織的に解決でき、教科指導と生徒指

導を一体化させて個に応じた指導ができる教員の養成を目指している。 

 

２－３．特別支援教育特別専攻科 

特別支援教育特別専攻科においては、特別支援教育の充実に資するため、主として現職教員を対象として、精

深な程度において特別支援教育に関する専門の事項を教授し、特別支援教育の分野における資質の優れた教育者

を養成することを目的とする。 
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Ⅲ 選択評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択評価事項Ａ 「研究活動の状況」に係る目的 

 

中期目標（ http://www.nara-edu.ac.jp/cyuki_top.files/genan_25.pdf ）において、「研究に関する目標」は、「研究水準及び研究

の成果等に関する目標」、「研究実施体制等に関する目標」を設定している。 

 

２ 研究に関する目標 

 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標 

○ 目指すべき研究の水準に関する目標 

・ 学問的動向、現代的な教育課題を含む社会的要請に応える研究を教育科学、教科教育学、教科内容学においてさら

に進める。 

・ 地域の歴史、文化、環境、自然、産業の特色を反映した個性ある研究、理数教育等の専門的かつ実践的研究を推進

する。 

 

（２）研究実施体制等に関する目標 

○ 研究者等の配置に関する目標 

・ 研究組織の硬直化を避け活性化を促すため、教員の弾力的な配置を行う。 

○ 研究の質の維持・向上システムに関する目標 

・ 研究の質の向上を促すため、研究費の確保を行いつつ、学内研究資金配分システムの洗練化を図り、外部資金の獲

得を推進する。 

○ 研究環境の整備に関する目標 

・ 研究の活力を維持発展させるため、研究棟、共同利用設備等の計画的な研究環境の整備を進める。 
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２ 選択評価事項Ａ 「研究活動の状況」の自己評価 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点Ａ－１－①： 研究の実施体制及び支援・推進体制が適切に整備され、機能しているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では中期目標・中期計画（ http://www.nara-edu.ac.jp/cyuki_top.files/genan_25.pdf ）において目指

すべき研究の方向性と、大学として重点的に取り組む研究領域を明示し、年度計画に従って研究活動を行ってい

る。 

（大学の基本的な目標） 

奈良教育大学は、創立以来の学問・学芸を尊ぶ学風を継承し、高い知性と豊かな教養を備えた人材、とりわけ

人間形成に関する専門的力量を備えた有能な教員及び教育者を育てることを使命とする。 

その実現のため、学士課程においては、学校教育に関わる多様な資質と教育の現代的課題に応え得る教育実践

力を備えた初等中等教育教員を養成するとともに、生涯学習社会における広い意味での教育者、環境・情報・芸

術・文化等の教育の多様なニーズに対応する専門的職業人を育成する。 

大学院課程においては、学士課程との連携を図るとともに、現職教員及び社会人のリカレント教育を含む高度

専門職業人としての、リーダーシップを発揮できる教員及び教育者の養成を行う。 

教育大学としての上記の基本的目標を踏まえ、特に以下の事項について重点的に取り組む。 

○ 教育実践における応用ないし再構成が可能な専門的知見を提供し得る、高度な質の教育研究を促進し、

高い倫理性の下、実践的指導力を備えた有能な教員及び教育者を養成する。 

○ 多数の世界遺産を有するなど特色ある奈良の自然・地域文化に根ざした「歴史と文化」「環境と自然」等

を重視した個性ある教育研究、学際的研究を推進する。 

○ 教育大学の特色を生かした、地元地域への貢献と連携を重視し、地域とともに活力を生み出す大学をめ

ざす。さらに、現職教育を促進するとともに、地域の学校等に対する支援を推進する。 

○ アジアを広域的な地域の一つとして視野に入れ、教育研究上の国際化を広く推進する。 

（研究に関する目標） 

（１） 研究水準及び研究の成果等に関する目標 

○ 目指すべき研究の水準に関する目標 

・ 学問的動向、現代的な教育課題を含む社会的要請に応える研究を教育科学、教科教育学、教科内容

学においてさらに進める。 

・ 地域の歴史、文化、環境、自然、産業の特色を反映した個性ある研究、理数教育等の専門的かつ実

践的研究を推進する。 

（２） 研究実施体制等に関する目標 

○ 研究者等の配置に関する目標 

・ 研究組織の硬直化を避け活性化を促すため、教員の弾力的な配置を行う。 

○ 研究の質の維持・向上システムに関する目標 

・ 研究の質の向上を促すため、研究費の確保を行いつつ、学内研究資金配分システムの洗練化を図り、

外部資金の獲得を推進する。 

○ 研究環境の整備に関する目標 

・ 研究の活力を維持発展させるため、研究棟、共同利用設備等の計画的な研究環境の整備を進める。
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研究活動の実施組織として教育学部、大学院教育学研究科を設置するほか、教育・研究の支援機能を備えた教

育研究支援機構を設置し（A-1-①-A）、教員を弾力的に配置するとともに（資料A-1-①-B）、研究を支援する事務

体制を組織している（資料 A-1-①-C）。また研究担当副学長の統括の下、研究推進のための施策の企画・立案等

を行う学術研究推進委員会を設置している（資料 A-1-①-D）。さらに研究設備の整備も積極的に行っている（資

料A-1-①-E）。 

本学での研究成果の公表は、奈良教育大学大学紀要（資料 A-1-①-F）、奈良教育大学次世代教員養成センター

研究紀要（旧教育実践総合センター研究紀要）（資料 A-1-①-G）及び奈良教育大学自然環境教育実践センター紀

要（資料A-1-①-H）で行なっているとともに、学術リポジトリ（別添資料A-1-①-1・2）、大学ホームページ、ブ

ックレット・e-book（別添資料A-1-①-3）など様々な方法で公表されている。また、次世代教員養成センターで

は、研究費を支援するととともに、センタープロジェクトを公募し、次世代の教育を担う教員の養成に寄与する実

践的研究の推進を図っている。（資料A-1-①-I） 

 

資料Ａ－１－①－Ａ 奈良教育大学教育研究支援機構規則（抜粋） 

（目的） 

第２条 機構は、第３条に規定するセンター等（以下「機構構成センター」という。）相互の連携とその機能の

調整を行うことにより、奈良教育大学（以下「本学」という。）の教育・研究ならびに地域への貢献に資するこ

とを目的とする。 

（組織） 

第３条 機構は、次のセンター等で組織する。 

 一 図書館 

 二 次世代教員養成センター 

 三 国際交流留学センター 

 四 特別支援教育研究センター 

 五 理数教育研究センター 

 六 自然環境教育センター 

【出典：奈良教育大学教育研究支援機構規則】 

 

資料Ａ－１－①－Ｂ 奈良教育大学研究者配置状況（平成26年5月1日現在） 

 教授 准教授 講師 助教 助手 計 

教育学部 50 34 1 0 0 85 

大学院教育学研究科 7 4 1 0 0 12 

次世代教員養成センター 1 4 1 0 0 6 

国際交流留学センター 1 1 0 0 0 2 

特別支援教育研究センター 1 0 0 0 0 1 

理数教育研究センター 1 0 0 0 0 1 

自然環境教育センター 0 1 0 0 0 1 

保健センター 1 0 0 0 0 1 

計 62 44 3 0 0 109 

【出典：教育研究支援課作成資料】 
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資料Ａ－１－①－Ｃ 国立大学法人奈良教育大学事務組織規則（抜粋） 

（事務局の分課等） 

第３条 事務局にその事務を処理するため、教務課、入試課、学生支援課、学術情報課、総務企画課、財務課、

施設課及び次世代教員養成センター支援課を置く。 

２ 奈良教育大学教育学部には事務室を置かず、その事務は本学各課が所掌する。 

（学術情報課） 

第１０条 学術情報課においては、次の事務を掌る。 

（略） 

六 研究協力事務の総括及び連絡調整に関すること。 

七 内地研究員及び在外研究員に関すること。 

八 民間等との共同研究、受託研究（財務課の所掌するものを除く。） に関すること。 

九 科学研究費補助金、産学連携等研究費及び奨学寄付金（財務課の所掌するものを除く。）の受入れに関す

ること。 

十 学術奨励及び学術団体との連絡調整に関すること。 

（略） 

二十三 紀要発行事務に関すること。 

二十四 所掌事務の調査、統計及び報告に関すること。 

【出典：国立大学法人奈良教育大学事務組織規則】 

 

資料Ａ－１－①－Ｄ 国立大学法人奈良教育大学学術研究推進委員会規則（抜粋） 

（審議事項） 

第２条 委員会は、学術研究に関する次の各号に掲げる事項について審議する。 

一 学術研究推進の基本方針に関すること。 

二 産学官連携及び大学間共同研究に関すること。 

三 科学研究費補助金，各種団体の研究助成金及び外部資金を含めた研究費に関すること。 

四 教員データベースに関すること。 

五 出版会に関すること。 

六 その他学術研究に関し必要なこと。 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 副学長（研究担当） 

二 副学長（企画担当） 

三 教授会において選出された者 ３人 

四 学術情報課長 

五 学長が指名する者 若干名 

２ 前項第三号及び第五号の委員は、学長が委嘱する。 

【出典：国立大学法人奈良教育大学学術研究推進委員会規則】 

 

資料Ａ－１－①－Ｅ 研究設備等の整備・機能状況 

平成22年度 施設の有効利用  理科２号棟の整備と併行して研究室の利用状況を調査し、整備完了とと

もに、共有スペース等を活用しつつ､研究室等の使用面積の適正化を図っ

た。 

 

 

 

 

○「次世代教員養成センターの設置に向けて」の体制整備 

「次世代教員養成センター」の設置に向けて、次に掲げる設備の導入と環境整
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平成25年度 

 

 

 

 

 

平成25年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育研究環境整備に

関連した取組 

 

 

 

 

教育研究環境整備に

関連した取組 

 

 

 

 

 

備を行った。 

①次世代型模擬授業教室の整備 

  学生がＩＣＴスキルを活用し授業や学校現場でより実践的な教育に生かせ

るようにするため、講義室に書画カメラ、電子黒板活用システム等を導入する

など、各教室、ＣＡＬＬ教室、保健体育講座等に最新のＩＣＴ機器を導入した。 

②次世代高度学習支援システムの整備 

   学生の将来目標に基づく履修計画を自己評価と連動して作成し成果を蓄積

するシステム（全学ポートフォリオシステム）の設備を導入し、構築のため

の開発運用チームを組織した。 

③附属学校園ＩＣＴ環境の整備 

   ＩＣＴを活用した実践的教育力、指導力を身につけ、教育実習や授業研究

等に活用するため、附属学校園(小学校、中学校、幼稚園)の教室等にＩＣＴ

機器（電子黒板、書画カメラ、タブレットＰＣ等）を導入した。 

④研修支援サイトの構築 

   ＩＣＴスキルを活用した指導力の向上を含め、平成19年度から平成21年度

文部科学省委託事業であった先導的教育情報化推進プログラム「教員のＩＣ

Ｔ活用指導力向上のための形成的な評価方法の開発と実用化」の成果を基に

し、教員研修やＩＣＴ支援員養成等を支援するためのシステム（研修支援サ

イトに資するサーバー等）を整備した。 

⑤先端的デジタル教材の開発のための機器整備 

   先端的機器を活用した教育の実施、教材の開発等による実践的教育指導力

の向上のための、先端的デジタル教育機器（３Ｄプリンタシステム、蛍光Ｘ

線装置、赤外線カメラ及び画像解析システム、高度画像スキャニングシステ

ム、学校エディターシップ養成機器）を整備した。 

⑥次世代教員養成センター室整備 

   次世代型教員養成を行う拠点として、次世代教員養成センターが主体とな

り、ＩＣＴ機器を活用した次世代型モデル教室、実験台等設備の整備等を行

った。 

⑦次世代情報基盤の整備 

   平成24年度から京阪奈三教育大学連携推進事業として整備した双方向授業シ

ステム等のネットワークシステムを活用した教育のモデルプログラム開発を進

めるとともに、三大学連携推進事業の推進の基盤強化のため、三大学の相互バ

ックアップサーバーの設置等の環境整備を行った。 

⑧ラーニングコモンズの整備 

   自発的な学習、問題解決活動のために利用できる活動拠点として、ＩＣＴ

設備の導入を含むラーニングコモンズの環境整備を行った。 

 

【出典：教育研究支援課作成資料】 
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資料Ａ－１－①－Ｆ 奈良教育大学紀要編集発行要綱 

（登載） 

第３条 紀要は、本学教員の研究成果を登載する。ただし、本学教員以外の研究者との共同研究成果についても

登載することができる。 

（発行回数等） 

第４条 紀要は、「人文・社会科学」及び「自然科学」の２種とし、毎年１回これを発行する。 

【出典：奈良教育大学紀要編集発行要綱】 

 

資料Ａ－１－①－Ｇ 奈良教育大学次世代教員養成センター研究紀要編集規程 

１．研究紀要の名称 

 奈良教育大学次世代教員養成センターは、本センター規則第２条の目的を達成する一環として、「奈良教育大

学次世代教員養成センター研究紀要」（以下、「研究紀要」という。）を年１回発行する。 

 

【出典：奈良教育大学次世代教員養成センター研究紀要編集規程】 

 

資料Ａ－１－①－Ｈ 奈良教育大学自然環境教育センター紀要投稿規定 

 編集方針：自然環境教育センター紀要は、奈良教育大学自然環境教育センターが定期的に刊行する和文の研究・

教育・情報誌であり、自然環境に関する研究と教育およびそれらの発展と普及を図ることを目的とする。 

【出典：奈良教育大学自然環境教育センター紀要投稿規定】 

 

資料Ａ－１－①－I 奈良教育大学自然環境教育センター紀要投稿規定 

 

 

センタープロジェクト 

公募制によるセンタープロジェクト 

 採択基準 

• 次世代の教育を担う教員の養成に寄与する実践的研究であること。 

• 学部・附属校園との共同研究（教員が 3 名以上で組織されている研究チーム）であること。 

• 国立大学改革強化補助金の趣旨（ICT 活用、課題探究型学習能力育成）に沿った研究、および同補助金によって

導入した機器等を活用した実践的研究であること。 

 責務 

• 研究成果を次世代教員養成センターが発行する研究紀要に掲載（研究論文、または研究報告）すること。 

経費支出報告書を提出すること 

【出典：奈良教育大学自然環境教育センター紀要投稿規定】 

 

別添資料Ａ－１－①－１ 奈良教育大学学術リポジトリの運用に関する要項 

別添資料Ａ－１－①－２ NEAR（奈良教育大学学術リポジトリ） 

            （ http://near.nara-edu.ac.jp/ ） 
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別添資料Ａ－１－①－３ 奈良教育大学出版会Webサイト 

            （ http://www.nara-edu.ac.jp/PRESS/ ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 中期目標等に掲げた研究に関する目標を達成するため、教育学部、大学院教育学研究科の他に教育研究支援機

構が設置され、必要な教員が弾力的に配置されているとともに、研究担当副学長の統括の下、研究推進のための

施策の企画・立案等を行う学術研究推進委員会を設置している。 

 また、研究成果については、奈良教育大学大学紀要、奈良教育大学次世代教員養成センター研究紀要及び奈良

教育大学自然環境教育実センター紀要において公表するとともに、大学ホームページ、学術リポジトリ、ブック

レット・e-bookなどで公表する体制が整備されている。さらに次世代教員養成センターでは、センタープロジェ

クトを公募し、次世代の教育を担う教員の養成に寄与する実践的研究を推進している。 

 以上のことから研究の実施体制及び支援・推進体制が適切に整備され、機能していると判断する。 

 

 

観点Ａ－１－②： 研究活動に関する施策が適切に定められ、実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学では研究活動に関する施策に関して、中期目標・中期計画の「大学の基本的な目標」、「研究に関する目標」

において目標を定めるとともに、年度計画に従って推進し、その結果は事業年度毎に業務実績報告書としてまと

められている（別添資料A-1-②-1）。 

 重点研究分野や基盤研究及びタイムリーな研究については、学長裁量経費において年度ごとに学内公募され、

重点的に研究費が配分されている（別添資料A-1-②-2）。 

 国内外の共同研究推進支援に関する施策に関しては、近隣の学校との理数科教育事業や教育連携事業を継続し

て行っているほか、平成23年度より西日本教員養成系大学知的財産管理運用ネットワークに加入し、教員養成系

大学での産官学連携の現状や知的財産管理のあり方について認識を深めるとともに、産官学連携を推進している。

さらに共同研究や受託研究等の受入手続きやシーズ集を本学ホームページ上に掲載し、情報発信を強化して産官

学連携の充実に資するよう努めている（別添資料A-1-②-3・4）。 

 科学研究費補助金については、申請数・採択数の増加を目指し、毎年度「科研費セミナー」を実施している。

平成24年度は学内で採択回数が多い教員を、平成25年度、平成26年度は学外から審査経験のある研究者を講師

として開催している。申請時のアドバイザー制度とヘルプデスクによる支援を行うことにより、採択率の向上を

図っている（資料A-1-②-A）。 

 構成員への法令遵守や研究者倫理に関しては、これまで「国立大学法人奈良教育大学における公的研究費の適

正な取扱い等に関する規則」等に従い対応してきたが、新たに「国立大学法人奈良教育大学における公的研究費

の不正使用及び研究活動における不正行為の防止等に関する規則（別添資料A-1-②-7）」を制定するとともに、「国

立大学法人奈良教育大学における公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止に関する基本方

針」、「国立大学法人奈良教育大学における研究者等の行動規範」（別添資料A-1-②-5・6）、「国立大学法人奈良教

育大学における研究不正防止計画」（別添資料A-1-②-8）を制定している。また、不正研究行為等に関する告発・

調査等に対応するため「国立大学法人奈良教育大学における公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行

為の調査等に関する規則」（別添資料 A-1-②-9）を制定している。さらに人を対象とする研究倫理審査を適切に

実施するため「人を対象とする研究倫理審査委員会規則」を制定し、動物実験、ヒトゲノム・遺伝子等との区別
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化を図り、研究倫理審査の手続きを明確にした（別添資料 A-1-②-10）。「科研費セミナー」では、公的研究費の

不正使用及び研究活動における不正行為の防止に向けて教員に指導を行っている。また、平成26年度には「研究

倫理セミナー」（別添資料A-1-②-11）を開催し、研究者の倫理意識のさらなる向上を図っている（別添資料A-1-

②-B）。 

 本学が掲げる研究に関する目標に従い研究活動が行われており、その研究成果として奈良教育大学大学紀要、

奈良教育大学次世代教員養成センター研究紀要及び奈良教育大学自然環境教育実践センター紀要において教育科

学、教科教育学、教科内容学の各分野に関する論文が毎年度 60 件余り公表されている（別添資料 A-1-②-C、別

添資料A-1-②-D 、別添資料A-1-②-E）。また、教科専門分野における研究については、「伝統的建造物群保存地

区におけるイベント型観光の可能性－橿原市今井町の事例－（大学紀要第59巻第１号掲載）」、「奈良県川上村瀬

戸および中奥付近に露出する複合岩脈（大学紀要第60巻第２号掲載）」、「＜半野生＞動物の規定と捕獲をめぐる

問題史－なぜ「奈良のシカ」の規定は二つあるのか－（大学紀要第61巻第１号掲載）」、「奈良教育大学構内陸軍

歩兵聯隊遺跡出土煉瓦のTL年代測定（大学紀要第62巻第２号掲載）」、「観光地における動物との接触事故への対

応―「奈良のシカ」の事例―（大学紀要第63巻第１号掲載）」、「高密度にニホンジカ（Cervus nippon）が棲息す

る奈良公園におけるシバ地植生の生産量（自然環境教育実センター紀要16号掲載）」などの論文があり、地域の

歴史や文化、環境、自然及び産業などに関連する特色ある研究成果が公表されている。 

 

資料Ａ－１－②－Ａ 科研費セミナー開催状況 

 日時 参加者数 
説明者 

教員 事務局 学外 計 

平成24年度 9月19日 20 2 1 3 

平成25年度 9月18日 21 2 1 1 4 

平成26年度 7月30日 38 1 1 2 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－１－②－Ｂ 研究倫理セミナー開催状況 

 日時 参加者数 

平成26年度 6月25日 71 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料 A－１－②－C 【奈良教育大学大学紀要】 

分 野 平成22 年度 平成23 年度 平成24 年度 平成25 年度 平成26 年度 

教育科学 10 9 9 9 12

教科教育学 6 5 5 4 1

教科内容学 1   1     

教科専門 7 9 15 10 5

合計 24 23 30 23 18

【出典：教育研究支援課作成資料】 
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資料 A－１－②－D 【奈良教育大学次世代教員養成センター研究紀要】 

分 野 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

教育科学 26 17 23 19 22

教科教育学 (1)7 (2)6 11 (1)5 (2)7

教科内容学 5 (2)6 (3)2 (3)5 （１）16

教科専門           

合計 38 29 36 29 45

＊()内は他分野と重複する研究論文数 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料 A－１－②－E 【奈良教育大学自然環境教育実センター紀要】 
 

分 野 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

教育科学       (1)   

教科教育学           

教科内容学   1 1 2   

教科専門 2 1 2 2 5

合計 2 2 3 4 5

＊()内は他分野と重複する研究論文数 

【出典：教育研究支援課作成資料】    

 

別添資料Ａ－１－②－１ 平成25事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

別添資料Ａ－１－②－２ 平成２６年度学長裁量経費の要求について 

別添資料Ａ－１－②－３ 産官学連携（受託研究・共同研究） 

            （ http://www.nara-edu.ac.jp/teachers/sankangaku.html ） 

別添資料Ａ－１－②－４ シーズ集 

            （ http://www.nara-edu.ac.jp/general/2014_seeds.html ） 

別添資料Ａ－１－②－５ 国立大学法人奈良教育大学における公的研究費の不正使用及び研究活動における不

正行為の防止に関する基本方針 

別添資料Ａ－１－②－６ 国立大学法人奈良教育大学における研究者等の行動規範 

別添資料Ａ－１－②－７ 国立大学法人奈良教育大学における公的研究費の不正使用及び研究活動における不

正行為の防止等に関する規則 

別添資料Ａ－１－②－８ 国立大学法人奈良教育大学における研究不正防止計画 

別添資料Ａ－１－②－９ 奈良教育大学における公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の調査

等に関する規則 

別添資料Ａ－１－②－10 国立大学法人奈良教育大学 人を対象とする研究倫理審査委員会規則 

別添資料Ａ－１－②－11 平成26年度研究倫理セミナーの開催について 

            （ http://www.nara-edu.ac.jp/teachers/2014RESeminar.html ） 
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【分析結果とその根拠理由】 

重点研究分野や基盤研究及びタイムリーな研究については、年度ごとに学長裁量経費として重点的に研究費が

配分され、柔軟な対応がなされている。また、科学研究費補助金については、科研費セミナーが開催されるとと

もに、申請時のアドバイザー制度とヘルプデスクによる支援により、外部資金の獲得に務めている。さらに研究

活動に際して遵守すべき研究倫理などを定めた規定を整備している。 

本学が掲げる研究に関する目標に沿った研究活動の成果は、奈良教育大学大学紀要、奈良教育大学次世代教員

養成センター研究紀要、奈良教育大学自然環境教育実践センター紀要において教育科学、教科教育学、教科内容

の各分野に関する論文として毎年度60件余り掲載され公表されているとともに、教科専門分野についても地域の

歴史、文化、環境、自然など特色ある研究論文が公表されており、適切に実施されていると判断する。 

 

 

観点Ａ－１－③： 研究活動の質の向上のために研究活動の状況を検証し、問題点等を改善するための取組が

行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

 毎年度各教員は、教育研究活動及び社会連携活動など多様な取組を自ら評価し、大学教員個人自己評価表を提

出している。その自己評価表に基づき自己評価委員会が評価し、その結果に基づいて一般研究費を教員に傾斜配

分する制度を導入している。具体的には、各教員から提出された自己評価表（別添資料A-1-③-1）をもとに教員

の業績を研究、教育、社会貢献及び学内貢献の4つに区分し、それぞれ評価項目を定め点数化し、３段階に区分

して一般研究費を傾斜配分（資料A-1-③-A）するとともに、その結果を大学ホームページ及び研究者情報データ

ベースにおいて公表している（別添資料A-1-③-2）。 

学術研究推進委員会及び教育研究支援機構においては、中期目標等に掲げた研究に関する目標の達成度を確認

するため、定期的に委員会を開催し、各教員や各センターが取り組む研究活動の進捗状況を確認することで研究

活動の検証を行うとともに、問題点等があれば調整できる体制となっている（資料A-1-③-B）。 

 

資料Ａ－１－③－Ａ 平成２６年度教員研究経費の配分方針について 

４．教員研究費の配分について 

（１）配分は、一律３８０千円を配分する。但し、学長、客員教員、特任教員及び実務家教員みなし専任は一律

配分額の１／２とする。 

（２）病休、育休、長期出張等により１年間在勤しない教員については、不支給とする。 

また、これらの理由により年間在勤期間が１～５ヶ月間となる教員については、半額を支給する。 

（３）代替教員についても、同様に配分する。 

（４）保留教員分については、配分財源を保留する。 

（５）保留教員について、１０月末までに採用されるものについては全額、１１月以降に採用されるものについ

ては半額を支給する。 

（６）４月１日以降に欠員が生じた場合であっても、既に配分した研究費の返還処理は行わない。従って、年度

内にその後任が補充された場合、新たな配分は行わない。 

また、育休等により年度途中に教員から代替教員に交代した場合、及び復職した場合についても、新たな

配分は行わない。 

（略） 

７．教員研究費追加配分について 

（１）教員研究費追加配分には、研究設備の維持管理・更新・新規購入及び研究施設の維持管理にかかる費用を
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除く、研究にかかる費用を要求できるものとする。 

研究設備の維持管理にかかる費用については、別途「教育研究設備維持運営費」にて措置するものとする。

（２）追加配分上限額に個人評価結果を反映させ、インセンティブを付与することにより、教育研究及び運営上

の活動の意欲を高め、一層の活性化、発展及び向上を図る。大学教員個人評価「研究」、「教育」、「社会貢献」、

「管理運営」の４領域において、「研究」領域評価結果が「Ａ」で、「社会貢献」又は「管理運営」領域評価

結果が「Ａ」、加えて「教育」領域評価結果が「Ｂ」以上の者については上限額を２５０千円、これ以外の

者については上限額を１５０千円とする。なお、前年度に個人評価を受けていない者は、追加配分の申請を

認めないものとする。 

（略） 

（６）前年度に科研費又は研究助成金を申請していない者は、追加配分の申請を認めないものとする。 

【出典：平成２６年度教員研究経費の配分方針】 

 

別添資料Ａ－１－③－１ 大学教員個人評価項目・基準、評価票（自己評価申告票） 

別添資料Ａ－１－③－２ 奈良教育大学教員研究データ検索 

            （ http://nerd.nara-edu.ac.jp/profile_p/search.html ） 

 

資料Ａ－１－③－Ｂ 奈良教育大学教育研究支援機構規則（関連規則を抜粋） 

 
（目的） 

第２条 機構は、第３条に規定するセンター等（以下「機構構成センター」という。）相互 
の連携とその機能の調整を行うことにより、奈良教育大学（以下「本学」という。）の 
教育・研究ならびに地域への貢献に資することを目的とする。 
（組織） 

第３条 機構は、次のセンター等で組織する。 
一 図書館 
二 次世代教員養成センター 
三 国際交流留学センター 
四 特別支援教育研究センター 
五 理数教育研究センター 
六 自然環境教育センター 
（業務） 

第４条 機構は、次の業務を行う。 
一 前条に規定する各機構構成センター相互の連携とその機能の調整に関すること。 
二 本学の教育・研究への支援に関すること。 
三 地域への貢献に関すること。 
（運営委員会） 

第７条 機構の運営に関する事項を審議するため、機構に奈良教育大学教育研究支援機構 
運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。 
（運営委員会の組織） 

第８条 運営委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 
一 機構長 
二 副機構長 
三 機構構成センターの各センター長 
四 学長の指名する者 若干名 
（審議事項） 

第９条 運営委員会は、次の事項を審議する。 
一 機構構成センター間の連携と調整に関すること。 
二 学部・大学院との連携及び共同研究に関すること。 
三 附属幼稚園、附属小学校及び附属中学校との連携及び共同研究に関すること。 
四 地域との連携協力に関すること。 
五 学外機関との連携協力に関すること。 
六 中期目標・中期計画に関すること。 
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七 広報に関すること。 
八 その他、機構の運営に関すること。 
 

【出典：奈良教育大学教育研究支援機構規則】 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 研究活動を評価し改善するための組織体制として研究担当副学長のもとで研究活動を推進するとともに、自己

評価委員会が教員の教育研究活動を評価し、その結果に基づき研究費を配分する制度を導入している。また、学

術研究推進委員会及び教育研究支援機構においては、中期目標等に掲げた研究に関する目標の達成度を確認する

ため、定期的に委員会を開催し、各教員や各センターが取り組む研究活動の進捗状況を確認することで研究活動

の検証を行うとともに、問題点等があれば調整できる体制となっている。 

 以上のことから、研究活動の質の向上のために研究活動の状況を検証し、問題点を改善するための取り組みを

行うことができていると判断する。 

 

 

観点Ａ－２－①： 研究活動の実施状況から判断して、研究活動が活発に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

学内においては、学長裁量経費で各年度の重点研究課題を選定し、資金面や研究環境の支援を行っており、毎

年10件程度の研究が実施されている（資料A-2-①-A）。また、科学研究費補助金については、科研費セミナーの

開催、アドバイザー制度及びヘルプデスクによる支援によって申請を推進している。その結果、申請件数は毎年

45件、採択率は30％前後を保っている。研究種目別に見ると若手研究は、平成23年度27.2％の採択率が平成25

年度、平成26年度は50％を超える採択率となっている（資料A-2-①-B）。一方、未申請の研究者の比率は、年々

減少傾向ではあるが、平成27年度は31％あまりとなっている（資料A-2-①-C）。 

今日的な教育課題に対応する人材の養成に向けて、運営費交付金特別経費研究プロジェクト、国立大学改革強

化推進事業にも積極的に応募し、継続して採択されている（資料A-2-①-D・E）。特に、国立大学改革強化推進補

助金として採択された事業では、京阪奈三教育大学がそれぞれの特性を活かしながら連携し、ICT 活用や双方向

遠隔授業を取り入れた教育方法及びモデルプログラムの共同開発に取り組んでいる。そのほか、各種財団法人等

による研究助成金については、タイムリーな公募情報を全教員に向けてメールで周知するとともに、ホームペー

ジに掲載している。本学は教員養成系の単科大学であるため、研究助成金へ応募できる分野等に限りがあるもの

の、毎年８件から22件程度の申請が行われ、瀬戸内海研究会議等の研究助成金が１件から４件程度採択されてい

る（資料A-2-①-F）。 

各教員については、教員養成系の単科大学として文系から芸体・自然系に至る幅広い専門分野において、著書、

論文発表等の研究活動が活発に行われている。（資料-2-①-G）。研究業績として、「お母さんのための児童精神医

学」（日本評論社2010年 根来秀樹教授著）など、著書、学内紀要、学術論文として毎年度200件余りが広く公

表されている。 

教育研究上の国際化を広く推進する取り組みのひとつとして、百済文化国際シンポジウムが本学及び公州大学

校（韓国）の間で毎年度交互に開催されている。また、米国ケンタッキー州大学連合との国際交流事業など、海

外の教育研究機関との連携事業が実施されている。さらに各教員の海外での研究発表、交流及び国内での国際会

議への参加件数は、毎年度70件から80件程（資料A-2-①-H）となっているとともに、アメリカ化学会で招待講

演(2014年)を行うなどの研究活動が行われている。 



奈良教育大学 選択評価事項Ａ 

- 15 - 
 

資料Ａ－２－①－Ａ 学長裁量経費応募・採択状況 

 応募件数 採択件数 配分額(円) 

平成22年度 15 13 13,758,000

平成23年度 10 10 7,280,000

平成24年度 9 7 4,812,900

平成25年度 8 6 5,150,000

平成26年度 9 8 4,300,000

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－①－Ｂ 科学研究費補助金申請(新規)・採択状況 

 
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

採択 申請 採択 申請 採択 申請 採択 申請 採択 申請 

新学術領域 0 1 0 1 0 2 0 1 0 1

基盤研究(A) 0 1 0 0 0 0 0 2 1 1

基盤研究(B) 2 8 1 8 1 3 0 5 1 6

基盤研究(C) 8 19 8 23 8 27 13 29 8 28

基盤研究 計 10 28 9 31 9 30 13 36 10 36

採択率 35.71% 29.03% 30.00% 36.11% 27.78% 

挑戦的萌芽 0 2 0 4 0 3 0 3 0 3

若手研究(B) 3 11 2 8 5 9 3 6 1 5

採択率 27.27% 25.00% 55.56% 50.00% 20.00% 

研究成果公開促進費 1 1 0 1 0 2 0 1 0 1

若手スタート 0 1 0 2 0 3 1 1 0 0
     

合計 14 44 11 47 14 49 17 48 11 45

採択率 31.82% 23.40% 28.57% 35.42% 24.44% 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－①－Ｃ 科学研究費補助金申請状況 

 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

応募対象者数 136 137 135 135 131 

未申請者数 67 64 59 59 41 

未申請率 49.26% 46.72% 43.70% 43.70% 31.30% 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－①－Ｄ 運営費交付金特別経費採択状況 

1 

年度 平成22年度～平成24年度 

区分 高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実 

事項 先端的な教職科目体系のモデル開発 
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－カリキュラム・フレームワーク（Cuffet)の構造的深化・高度化による学びの組織化－

2 

年度 平成22年度～平成24年度 

区分 地域貢献機能の充実 

事項 
地域全体でライフサイクルのニーズに応じる特別支援教育モデル推進事業 

－教育委員会等との連携による大学のセンター機能の強化と人材養成－ 

3 

 

年度 平成23年度～平成25年度 

区分 高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実 

事項 実践的高度理数科教員養成のための大学院教育プログラムの開発 

4 年度 平成24年度～平成26年度 

区分 高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実 

事項 京阪奈三教育大学教育連携推進事業 

－遠隔授業を取り入れた教育課程の共同実施の構築に向けて－ 

5 年度 平成24年度 

区分 高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実 

事項 教員養成機能の充実 

6 年度 平成25年度～平成27年度 

区分 高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実 

事項 地域連携に基づく特別支援教育人材養成モデル推進事業 

－ICT活用による人財と教材のネットワークの構築 

7 年度 平成25年度 

区分 高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実 

事項 「学ぶ喜びを知り、自ら学び続ける」教員の養成に向けた持続可能な発展のための教育

活性化プロジェクト 

8 年度 平成26年度～平成29年度 

区分 高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実 

事項 地域融合で築く理数教育研究拠点における実践的高度教員養成プログラムの開発 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－①－Ｅ 国立大学改革強化推進補助金採択状況 

1 

年度 平成24年度～平成29年度 

事業名称 
「学び続ける教員」のための教員養成・研修高度化事業 

－京阪奈三教育大学連携による教員養成イノベーションの創生－ 

【出典：教育研究支援課作成資料】 
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資料Ａ－２－①－Ｆ 研究助成金応募・採択状況 

 応募件数 採択件数 備  考 

平成22年度 22 1 瀬戸内海研究会議 

平成23年度 14 2 瀬戸内海研究会議、三島海雲記念財団 

平成24年度 8 3
瀬戸内海研究会議、放送文化基金、日本教育大

学協会 

平成25年度 13 3
中央教育研究所、瀬戸内海研究会議、日本生命

財団 

平成26年度 14 4
瀬戸内海研究会議、稲盛財団、放送文化基金、

平和中島財団 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－①－Ｇ 研究業績（著書・論文発表数） 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

著書（分担著書も含む） 55 58 53 54 31

学内紀要等 52 52 62 68 35

学術論文 

査読付（内数） 

96 

(72) 

83

(68)

73

(64)

82 

(58) 

45

(37)

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－①－Ｈ 海外での研究発表等 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

調査研究 35 43 29 32 29 

国際学会 17 6 11 11 9 

研究発表 15 21 24 21 23 

講演会 1 1 1 1 

国際交流 9 9 1 4 2 

資料収集 9 7 6 6 5 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

【分析結果とその根拠理由】 

様々な特色を活かした研究活動を行うため学長裁量経費により、通常の研究費で賄うことのできない研究を支

援しているとともに、科学研究費補助金、運営費交付金特別経費及び国立大学改革強化推進補助金にも積極的に

応募し採択されている。また、多くの論文が学術論文誌等で発表されているとともに、学外との共同研究も盛ん

に行われていることから、活発に研究活動が行われていると判断する。 
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観点Ａ－２－②： 研究活動の成果の質を示す実績から判断して、研究の質が確保されているか。 

 

【観点に係る状況】 

科学研究費補助金の採択率は、平成24年度23.40% 、平成25年度28.57% 、平成26年度35.42%、平成27年

度24.44％となっている。また、新規採択金額は、平成24年度21,580千円、平成25年度23,400千円、平成26

年度27,170千円、平成27年度33,150千円と年々増加している（資料A-2-②-A）。さらに科学研究費補助金以外

の研究助成金については、平成23年度1,600千円、平成24年度3,520千円、平成25年度2,970千円、平成26

年度8,879千円を獲得しており（資料A-2-②-B）、全体としてこれらの外部資金の獲得状況は上昇傾向にある。 

共同研究及び受託研究は、ICT活用に関する共同研究を始め、毎年度4 

件から10件程度実施されているとともに、奨学寄附金は毎年度6件から13件程度受け入れている。（資料A-2-

②-C）。また、本学教員の研究業績等により日本科学教育学会から研究奨励賞(2011 年) や年会発表賞(2014 年)

を受賞しているほか、日本生態学会論文賞(2010年)、日本公民教育学会研究賞(2011年)、第５回読売あおによし

賞・ 奨励賞（2011 年）、全国英語教育学会教育奨励賞(2013 年)、特別研究員等審査会専門委員表彰（2014 年日

本学術振興会）など他にも多数の受賞歴がある。また、第 110 回日本精神神経学会学術総会(2014 年)において、

『「日本の治験データからみた各薬剤の意義」成人ＡＤＨＤ治験データからみたアトモキセチンと徐放性メチルフ

ェニデートの意義』について招待講演を行っている（資料A-2-②-D・E）。また、研究成果を取り上げた記事とし

て「纒向遺跡にバジル」（毎日新聞平成25年５月31日）や「奈良のシカどう守る？」（産経新聞平成25年11月

29日）、「長福寺本堂柱に優美な迦陵頻伽図」（毎日新聞平成26年７月４日）などが掲載されている。 

 

資料Ａ－２－②－Ａ 科学研究費補助金申請(新規)・採択状況 

 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

申請数・金額 44 117,109 47 102,334 49 88,232 48 122,264 45 115,529 

採択数・金額 14 30,700 11 21,580 14 23,400 17 27,170 11 33,150 

採択率(件数) 31.82% 23.40% 28.57% 35.42% 24.44% 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－②－Ｂ 研究助成金応募・採択状況 

 応募件数 採択件数 配分額(円) 

平成22年度 22 1 2,000,000

平成23年度 14 2 1,600,000

平成24年度 8 3 3,520,000

平成25年度 13 3 2,970,000

平成26年度 14 4 8,879,000

【出典：教育研究支援課作成資料】 
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資料Ａ－２－②－Ｃ 共同研究、受託研究、奨学寄付金受入状況 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

共同研究 1 4 4 3 2 

受託研究 3 6 4 4 6 

奨学寄付金 10 11 8 13 6 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－②－Ｄ 学術賞受賞状況 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

受賞者数 0 3 1 3 2 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－②－Ｅ 招待講演等 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

研修・講習・講演会 322 413 433 415 117 

コンサルテーション 62 56 75 87 8 

コーディネーション 7 7 5 11 2 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

【分析結果とその根拠理由】 

研究活動の成果は、国際的学術雑誌に査読付論文が掲載されているとともに、国内外の学会において招待講演

や多数の受賞歴があり、高い評価を得ている。 

科学研究費補助金及び研究助成金などの外部資金は増加傾向にあり、共同研究、受託研究、奨学寄附金につい

ても一定数を確保しており、研究の成果が評価されていると判断する。 

 

 

観点Ａ－２－③： 社会・経済・文化の領域における研究成果の活用状況や関連組織・団体からの評価等から

判断して、社会・経済・文化の発展に資する研究が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学の基本的な目標の一つである「創立以来の学問・学芸を尊ぶ学風を継承し、高い知性と豊かな教養を備え

た人材、とりわけ人間形成に関する専門的力量を備えた有能な教育者を育てることを使命とする」に対して、全

学を挙げて大学の研究成果を活用して地域に対する社会・経済・文化的な貢献を積極的に推進している。 
 本学における社会・経済・文化の領域における研究成果の活用状況や関連組織・団体からの評価等については、

次のとおりである。 

 産官学連携に向けた取組として、平成25年度より「奈良教育大学シーズ集」を作成し、本学の教員の教育研究

活動を紹介するとともにその内容に基づいて、講演、出前授業などが可能な分野、内容を公表しているほか、共

同研究や受託研究が可能な分野についても公表している。 



奈良教育大学 選択評価事項Ａ 

- 20 - 
 

 また、一般の方の生涯学習の充実に向けた取組として、在学生とともに大学の講義を受講できるオープン・ク

ラスを開設し、平成24年度には68科目、平成25年度には75科目を開講し、受講生は平成24年度延べ144名、

平成25年度延べ153名となっている（資料A-2-③-A）。 

 公開講座として実施する「ならやまオープンセミナー」は、本学における教育・研究の成果を地域社会に還元

することを目的として、一般の方を対象に実施している（資料A-2-③-B）。 

 高大連携では奈良県内の高校生に対し、実験を伴う講座や出前授業、探究活動支援などきめ細かい取り組みを

幅広く行っており、一例としては本学教員が高校生の卒業研究中間発表会へ参加し、助言を行うものがある。平

成26年度には40名の卒業研究に、本学の教員２名が助言を行っている（資料A-2-③-C）。 

 奈良県教育委員会や奈良市教育委員会との連携により、奈良市教育センターなどで定期的に小学生対象の理科

教室などを開催している。受講生は幼稚園児から小学生、中学生までの児童・生徒とその保護者で、内容は本学

教員のこれまでの研究成果に基づくもので、教員養成課程の学生の教育実践の場ともなっている。その他、本学

には教育学部特有の幅広い研究領域があり、多くの教員がそれぞれの専門分野の学識を活かして、国及び地方自

治体の政策課題にも各種審議会委員（資料A-2-③-D）として参加し貢献している。 

また、本学では学長裁量経費によって、教育研究改革・改善プロジェクト経費を措置しているが、毎年度 30

件余りの教育研究改革・改善プロジェクトを実施し、その成果について広く社会に還元することを目指している

（資料A-2-③-E）。平成24年度学長裁量経費（教育研究改革・改善プロジェクト経費）に採択された取組につい

ては、研究成果報告会（ポスターセッション）を開催するとともに、平成26年度の研究成果については、ホーム

ページ上において広く公開している（平成 26 年度学長裁量経費（教育研究改革・改善プロジェクト経費）報告

書・  http://www.nara-edu.ac.jp/PRIVATE/KAIKEI/gakuchousairyou-report2015.pdf）。 

 

資料Ａ－２－③－Ａ オープン・クラス開講科目・受講者数 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

開講科目数 38 39 38 42 32 36 32 43 27 28 

受講者数 85 78 84 85 72 72 76 77 64 55 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－③－Ｂ 公開講座開講科目・受講者数 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

開講科目数 18 26 23 12 7 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－③－Ｃ 高大連携の実績 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

連携学校数 3 3 5 5 

【出典：教育研究支援課作成資料】 
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資料Ａ－２－③－Ｄ 国・地域の審議会委員等 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計 

36 42 47 54 16 195 

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

資料Ａ－２－③－Ｅ 学長裁量経費（教育研究改革・改善プロジェクト経費） 

年度 件数 採択金額 

平成22 年度 32 29,132,000

平成23 年度 37 24,806,000

平成24 年度 30 21,258,840

平成25 年度 27 23,866,000

平成26 年度 30 25,250,000

【出典：教育研究支援課作成資料】 

 

【分析結果とその根拠理由】 

多くの教員がそれぞれの専門分野の学識を活かして、国および地方自治体の各種審議会委員として政策課題の

推進に貢献しているとともに、まちづくりなどの地域の課題解決のための受託研究や調査研究を実施している。

これらについては、定期的に各種講座等を通じて研究成果を発信し、地域社会の文化、人々の暮らしと健康に貢

献している。また、産業界、研究機関と連携し、共同研究、受託研究を実施し、研究成果を地域産業の発展に活

用しているほか、教育委員会と連携し、地域の小、中、高校生対象の各種入門講座を実施している。さらに学長

裁量経費によって行われた教育研究改革・改善プロジェクトについては、その成果を広く社会に還元するためホ

ームページにより広く公開している。 

以上のことから、社会・経済・文化の領域における研究成果の活用状況や外部評価、関連組織・団体からの評

価から判断して、社会・経済・文化の領域に資する研究が行われており、地方の国立教員養成大学として、この

分野での役割を果たしていると判断する。 

 

（２）目的の達成状況の判断 

研究を実施するための体制、研究活動の実施状況、実績などから、目的の達成状況は良好である。 

 

（３）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

・ 研究を実施するための体制として、中期目標等に掲げた研究に関する目標を達成するため、教育学部、

大学院教育学研究科のほかに教育研究支援機構が設置され、必要な教員が弾力的に配置されているとと

もに、研究担当副学長の統括の下、研究推進のための施策の企画・立案等を行う学術研究推進委員会を

設置している。 

・ 重点研究分野や基盤研究、タイムリーな研究は、学長裁量経費において重点的に研究費が配分され、柔

軟な対応がなされている。 

・ 研究に際して遵守すべき倫理などについて定めた規則が整備され、研究者等の行動規範の制定や関係諸



奈良教育大学 選択評価事項Ａ 

- 22 - 
 

規則の改正などの見直しが適正に行われている。 

・ 研究活動については、大学等の紀要、大学ホームページ、学術リポジトリ、ブックレット・e-book、専

門誌などで公表する体制が整備されているとともに、科学研究費補助金や研究助成金への申請・応募も

活発に行われている。 

・ 国際的学術雑誌に査読付論文が掲載されているとともに、国内外の学会において招待講演や多数の受賞

歴があり、高い評価を得ている。 

・ 科学研究費補助金の採択金額は増加しており、共同研究、受託研究、奨学寄附金についても一定数を確

保しているとともに、専門分野の学識を活かして、国および地方自治体の各種審議会委員として政策課

題の推進に貢献している。また、まちづくりなどの地域の課題解決のための受託研究や調査研究を実施

している。 

・ 産業界、研究機関と連携し、共同研究、受託研究を実施し、研究成果を地域産業の発展に活用している

とともに、教育委員会と連携して、地域の小、中、高校生対象の各種入門講座を実施している。 

【改善を要する点】 

・ 科学研究費補助金の申請件数及び採択件数は年々増加傾向にはあるが、依然、未申請の研究者比率は31％

余りあり、今後さらに申請件数を増加させる必要がある。 

・ 受託研究等の外部資金獲得に繋げるために「奈良教育大学シーズ集」への掲載件数を増加させる必要が

ある。 

 

（４）選択的評価事項Aの自己評価の概要 

研究実施組織として、教育学部、大学院教育学研究科のほか教育研究支援機構を設置するとともに、研究推進

に向けて学術研究推進委員会を設置している。また、研究成果の公表については、大学紀要等で行うことができ

るとともに、大学ホームページ、学術リポジトリ、ブックレット・e-bookなどで公表している。さらに次世代教

員養成センターでは、次世代教員養成に寄与する実践的研究を推進している。 

研究活動は、中期目標・中期計画及び年度計画に従い実施し、業務実績報告書としてまとめるとともに、重点

研究分野等の研究については、学長裁量経費により重点的に研究費が支援され実施されている。また、共同研究

の推進を図るため理数科教育事業や教育連携事業を継続して行っているほか、「奈良教育大学シーズ集」等をホー

ムページ上で公開し、産官学連携の充実に努めている。さらに科学研究費補助金については、「科研費セミナー」

を実施するとともに、アドバイザー制度やヘルプデスクにより、採択金額の向上を図るとともに、運営費交付金

特別経費研究プロジェクトや国立大学改革強化推進事業において活発に研究活動を行っている。 

研究活動に関わる構成員への法令遵守については、「国立大学法人奈良教育大学における公的研究費の不正使用

及び研究活動における不正行為の防止等に関する規則」等の諸規則を整備するとともに、「研究倫理セミナー」や

「科研費セミナー」を通じて、不正防止についての啓発を行っている。また、研究活動の成果は、大学紀要等に

おいて教育科学、教科教育学及び教科内容学の各分野に関する論文を公表するとともに、教科専門分野では、地

域の歴史、文化、環境、自然など特色ある研究論文が公表されている。 

教員への研究費は、教員の教育研究活動及び社会連携活動など多様な側面から評価し配分する制度を導入して

いる。また、学術研究推進委員会及び教育研究支援機構において、研究活動内容を確認することで研究活動の検

証を行うとともに、問題点等があれば調整できる体制となっている。 

研究活動における外部資金として、科研費セミナーの開催、アドバイザー制度及びヘルプデスクにより科学研

究費補助金への申請を推進している。また、研究助成金についても毎年度採択されている。各教員の研究実施状

況は、著書の発行や論文発表など研究活動が活発に行われているとともに、百済文化国際シンポジウムを開催し
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ている。このほかにも海外の教育研究機関と連携事業を実施するとともに、各教員による海外での研究発表、交

流、及び国内での国際会議への参加も多数あり、盛んに研究活動が行われている。 

科学研究費補助金及び研究助成金の外部資金の獲得状況は、上昇傾向にある。また、共同研究、受託研究、奨

学寄附金についても毎年度受入れが行われているとともに、招待講演や多数の受賞歴及び新聞掲載などの実績が

ある。 

教員の教育研究活動を紹介するため「奈良教育大学シーズ集」を作成し公表している。また、公開講座を開催

するとともに、高大連携では奈良県内の高校生に対し、出前授業などを行っている。さらに教育委員会との連携

により、理科教室などを開催するとともに、学長裁量経費による研究成果を広く社会に還元するため研究成果報

告会やホームページ上での公開を行っている。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




